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種個体において高い防除効果が認めら
れた（Kurose et al. 2015）。

(3) 野外散布後のイタドリ斑点病菌
の分子追跡法の開発

イタドリ斑点病菌を野外散布した場
合には，イタドリおよびその他植物へ
の本菌の感染状況等について経時的に
観察する必要がある。そこで，本菌の
分子追跡を目的とした，種特異的プ
ライマーを利用した PCR 法の確立を
試みた。rDNA-ITS 領域内の塩基配列
情報において，本菌に特異的な配列に
着目したプライマーを設計し，PCR
条件等について詳細な解析を加えた。
その結果，選定された特異的プライ
マーは本種に近縁な菌種の DNA を増
幅せず，その検出限界としては 1pg/
µl の DNA 量であることが判明した

（Kurose et al. 2016）。さらに，本病
の罹病葉からも検出可能であったこと
から，野外での本菌の分子追跡手法と
して本法の有効性が示された（Kurose 
et al. 2016）。

(4) イタドリ斑点溶菌の安全性評価

イタドリマダラキジラミ同様，イタ
ドリ斑点病菌の安全性評価はイタドリ
と分類上近縁な植物種および英国国内
で経済的に重要な作物，合計 74 種を
用いて行われた。本試験では子のう胞
子および菌糸体を供試し，接種試験後，
病徴観察ならびに光学顕微鏡を用いた
葉組織観察を行った。その結果，英国
に自生するウミミチヤナギ（Polygonum 

maritimum）において病原性および精

子器の形成が認められた。また，近縁
植物数種においても，病斑の形成が確
認されたが，それらの葉組織では抵抗
性反応により菌糸が伸長していなかっ
た。以上から，本菌は高い宿主特異性
が示されたが，罹病性を示す在来植物
が認められたため，現時点では英国に
おける本菌の伝統的生物的防除の導入
については見送られることとなった。

(5) イタドリ斑点病菌の微生物除草剤
としての利用の可能性

本菌は Mycosphaerella 属菌他種とは
異なり，繰り返し感染を引き起こす不
完全世代を有していない。また，本菌
は生活環を完結させるためには 2 種
類の交配型菌株が必要となる雌雄異株
性という特徴を有している。そのため，
この特性を生かし，どちらか一方の交
配型菌株の菌糸体を用いた微生物除草
剤としての適用が考えられた。すなわ
ち，一方の交配型菌株を野外散布する
ことにより，本菌の生活環を完結する
ことができず，かつ散布個体以外の植
物種には本菌は拡散しない。この概念
に関し，英国において特許を取得する
とともに，国際特許についても出願中
である。現在，この概念実証に向けて，
研究を継続中である。

おわりに

近年，世界中において侵略的外来性
雑草が侵入・定着し，在来植物種との
競合等により生物多様性に影響を与
え，自然生態系を撹乱している。この

ような問題は，一国だけで解決できる
ものではなく，各被害地域における問
題点，対処方法等の知識の交換を含め
て国際的に柔軟な対応が求められる。
したがって，本研究のような生物的防
除法の開発には，外来性雑草の原産国
および導入予定国での研究者間におけ
る国際共同研究が必要不可欠である。
国際共同研究が遂行されて初めて基礎
的研究から実用化まで円滑に，かつ効
率的に行われるものと考えられる。

本研究において導入天敵の野外放飼
試験が成功した場合には，懸案である各
種除草剤等の資材費，労力を大幅に減少
させるとともに，地球資源と環境を保全
しつつ，イタドリ群落の分布拡大を抑制
できるものと期待される。そして，総合
的病害虫管理（IPM）の実践が指向され
ている中で，植食性昆虫および植物病原
菌を含む天敵を利用した雑草の生物的防
除に関する本国際共同研究が国内外にお
ける侵略的外来性雑草の防除に新知見を
与えるものと期待される。
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　イネ科アゼガヤ属の一年生草本。本州から九州の水田や畦，
農地周辺の湿地や休耕田などでよく見かける。茎は細く初めは
地を這うが，次第に節ごとに根を下ろし斜めに立ち上がる。草
丈は 30 ～ 70cm くらいであるが，大きくなると 1m を超える
ものもある。花序は長さ 15 ～ 40cm，多数の側枝の下側に整
然と隙間なく小穂をつけ，小花は成熟すると紫色を帯びる。ま
た，生産される種子数は 1 株当たり 10 万を超えるとも。
　日本在来であるが，食用にも薬用にもならず，小花が成熟す
ると紫色を帯びることを除いて目立った特徴もなく，万葉人や
京の宮廷人などに目を向けられることはなかった。しかし夏を
過ぎて秋が始まるころ，黄色く色付きだした稲田をこの紫色を
帯びた小花が額縁状に彩る様は，田で稲を作る農家にとっては

煩わしいだけのものであろうが，筆者には「畦の紅葉」として
なかなかに美しいものとも思えるのだが・・・。
　例えばこんな場面。
　雲一つなく晴れ渡った空。空の向こうにはなだらかではある
が少しばかりの起伏を持った山並み。目の前には黄色く熟れだ
した稲田が少しずつ段差をもって辺り一面に続く。そんな農山
村の中，人の行き来が作った畦道をボロボロになった袈裟をま
とった坊主が行く。草臥れて畦に座ると心地よい風が体を抜け
ていく。目をいま来た畦道へと向けると，畦から田へと傾いた
アゼガヤの薄紫色の穂が風に靡いている。
　種田山頭火の句にこんなのがある。
　　すわれば風がある　秋の雑草　（昭和 8 年，「層雲」）
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